



















































り込み群法9)を用いた研究を行った.即ち,先ず,種々の Jl,J2の組に対して仝スピン数 N を
〟-16,32,64,128に選んでエネルギーギャップ △(〟)を計算し,それ等をⅣ1∞ に外挿す
る.次に,得られた外挿値 △(∞)をJl(又は,J2)の関数としてプロットし,△(∞)-0となる
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い る 5-1/2ス ピンが対称化 されて,
∫-1及 び∫-3/2となっていること
を示す.
図5 Fは強磁性状態 (〟-〟/2),Ⅰは
中間状態 (N/2>M>0),N は非磁性
状態 (M-0)を表す.
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